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せい

書
しょ

研
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きゅう
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ちょう

覚
かく

しょうがい者
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友
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かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「神
かみ

の愛
あい

と正
せい

義
ぎ

」 

      

第
だい

８
はち

課
か

  自
じ

由
ゆう

意
い

志
し

、愛
あい

、神
かみ

の摂
せつ

理
り

（２
に

月
がつ

２
にじゅう

２
に

日
にち

） 

武田
た け だ

 将
まさ

弥
や

 

 

１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

「摂
せつ

理
り

」という言
こと

葉
ば

を調
しら

べると「宇
う

宙
ちゅう

や世
せ

界
かい

を支
し

配
はい

している法
ほう

則
そく

」とか「神
かみ

様
さま

の計
けい

画
かく

や配
はい

慮
りょ

」とい

う意
い

味
み

があります。ここで注
ちゅう

意
い

しなくてはならないのが、神
かみ

様
さま

はこの世
せ

界
かい

を支
し

配
はい

して導
みちび

いておられます

が、世
せ

界
かい

の流
なが

れを作
つく

り出
だ

しているのは人
にん

間
げん

たちであるということです。世
せ

界
かい

の歴
れき

史
し

を思
おも

い返
かえ

してみると、

争
あらそ

いや戦
せん

争
そう

という悲
かな

しい事
じ

件
けん

が繰
く

り返
かえ

されています。これは神
かみ

様
さま

が戦
せん

争
そう

や苦
くる

し

みを与
あた

えているわけではありません。むしろ悪
あく

魔
ま

や、罪
つみ

を持
も

つ人
にん

間
げん

たちが、自
じ

分
ぶん

た

ちの欲
よく

望
ぼう

のまま好
す

き勝
かっ

手
て

に生
い

きているので、こういう悲
かな

しい歴
れき

史
し

が繰
く

り返
かえ

されて

いるのです。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：私
わたし

たちの主
しゅ

権
けん

者
しゃ

なる神
かみ

 

神
かみ

様
さま

は天
てん

地
ち

すべての造
つく

り主
ぬし

であり支
し

配
はい

者
しゃ

ですが、天
てん

使
し

や人
にん

間
げん

などの被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

には自
じ

由
ゆう

意
い

志
し

を与
あた

えました。

決
き

まった反
はん

応
のう

と動
うご

きしかできないロボットではなく、神
かみ

様
さま

と同
おな

じように自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えて動
うご

く、心
こころ

を持
も

った

存
そん

在
ざい

として造
つく

られたのです。その結
けっ

果
か

として世
せ

界
かい

は様
さま

々
ざま

な生
い

き物
もの

や植
しょく

物
ぶつ

などが、生
い

き生
い

きと活
かつ

動
どう

する素
す

晴
ば

らしい世
せ

界
かい

となりました。 

しかし罪
つみ

が入
はい

り込
こ

んだので、人
にん

間
げん

たちの心
こころ

は神
かみ

様
さま

から離
はな

れてしまいました。神
かみ

様
さま

は天
てん

地
ち

すべての支
し

配
はい

者
しゃ

ですから、被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

である人
にん

間
げん

の心
こころ

を操
そう

作
さ

して神
かみ

様
さま

のところに戻
もど

ってくるようにすることは出
で

来
き

ますが、

愛
あい

である神
かみ

様
さま

はそのようなことはなさいません。 

その証
しょう

拠
こ

としてマルコによる福
ふく

音
いん

書
しょ

4
よん

: 3
さんじゅう

5
ご

〜 4
よんじゅう

1
いち

 には、弟
で

子
し

たちと 湖
みずうみ

を渡
わた

った時
とき

に嵐
あらし

と

なり、イエス様
さま

が嵐
あらし

に向
む

かってお叱
しか

りになると、すっかり静
しず

かになったという話
はなし

があります。神
かみ

様
さま

は人
にん

間
げん

を助
たす

けようとされますし、自
し

然
ぜん

界
かい

は神
かみ

様
さま

の言
い

う事
こと

を素
す

直
なお

に聞
き

き従
したが

いますが、人
にん

間
げん

はなかなか神
かみ

様
さま

の言
い

うことを聞
き

かないし、信
しん

頼
らい

しきれていないという、分
わ

かりやすい例
れい

話
わ

だと思
おも

います。 

 



３
さん

．月曜日
げつようび

：パントクラトール 

パントクラトールとはギリシャ語
ご

で「全
ぜん

能
のう

者
しゃ

」という意
い

味
み

です。神
かみ

様
さま

はたしかに全
ぜん

能
のう

者
しゃ

ですが、愛
あい

のお方
かた

なので相
あい

手
て

の心
こころ

を強
きょう

制
せい

したりしません。やろうと思
おも

えばむり

やり屈
くっ

服
ぷく

させることも出
で

来
き

るかもしれませんが、神
かみ

様
さま

は世
せ

界
かい

を創
そう

造
ぞう

される前
まえ

から強
きょう

制
せい

は絶
ぜっ

対
たい

になさらないのです。全
ぜん

能
のう

者
しゃ

の神
かみ

様
さま

にも「人
じん

格
かく

とご品
ひん

性
せい

」があるというこ

とを忘
わす

れてはいけません。その支
し

配
はい

者
しゃ

である神
かみ

様
さま

が私
わたし

たちのことを尊
そん

重
ちょう

してくださ

るのですから、被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

である私
わたし

たちは神
かみ

様
さま

を当
とう

然
ぜん

尊
そん

重
ちょう

するべきではないしょうか。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：神
かみ

を愛
あい

すること 

聖
せい

書
しょ

の「神
かみ

を愛
あい

しなさい」という掟
おきて

は、神
かみ

様
さま

が強
つよ

く望
のぞ

んでおられることでも

あり、私
わたし

たちが本
ほん

当
とう

の意
い

味
み

で幸
しあわ

せな人
じん

生
せい

を歩
あゆ

めるという約
やく

束
そく

でもあります。

私
わたし

たちは自
じ

由
ゆう

意
い

志
し

があるので、神
かみ

様
さま

を愛
あい

さないという選
せん

択
たく

も出
で

来
き

ますが、その

場
ば

合
あい

は心
こころ

に平
へい

安
あん

がない人
じん

生
せい

を歩
あゆ

むこととなり、苦
くる

しむことは自
じ

己
こ

責
せき

任
にん

になり

ます。どのような人
じん

生
せい

を選
えら

ぶかはその人
ひと

の自
じ

由
ゆう

ですが、神
かみ

様
さま

は信
しん

仰
こう

の道
みち

を選
えら

ん

で幸
しあわ

せになってほしいと願
ねが

われておられます。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：神
かみ

の理
り

想
そう

的
てき

御
み

心
こころ

と救
きゅう

済
さい

的
てき

御
み

心
こころ

 

勘
かん

違
ちが

いされやすいですが聖
せい

書
しょ

は運
うん

命
めい

論
ろん

ではありません。もしも最
さい

初
しょ

からすべての運
うん

命
めい

が決
き

まっている

のなら、私
わたし

たちがどんなに努
ど

力
りょく

しても無
む

駄
だ

になってしまいます。聖
せい

書
しょ

には未
み

来
らい

のことが記
しる

されているこ

ともありますが、それは神
かみ

様
さま

が未
み

来
らい

を決
き

め付
つ

けているのではなく、このままいけばそういう結
けっ

果
か

になってい

くと知
し

っておられるのです。人
にん

間
げん

と違
ちが

って神
かみ

様
さま

は広
ひろ

く全
ぜん

体
たい

的
てき

に世
せ

界
かい

の様
よう

子
す

を、正
ただ

しく見
み

ておられるので、

間
ま

違
ちが

いのない判
はん

断
だん

が出
で

来
き

るのです。 

理
り

想
そう

的
てき

御
み

心
こころ

とは：神
かみ

様
さま

が望
のぞ

まれており、私
わたし

たちも神
かみ

様
さま

と同
おな

じく望
のぞ

めばそれが実
じつ

現
げん

すること。 

救
きゅう

済
さい

的
てき

御
み

心
こころ

とは：神
かみ

様
さま

が望
のぞ

むことから外
はず

れても、※万
ばん

事
じ

が益
えき

となるように計
はか

らってくださること。（ロ

ーマの信
しん

徒
と

への手
て

紙
がみ

8
はち

: 2
にじゅう

8
はち

） 

聖
せい

書
しょ

にはこれらの御
み

心
こころ

が表
あらわ

れていることがわかります。神
かみ

様
さま

は愛
あい

であり、そのことに感
かん

謝
しゃ

です。 

※万
ばん

事
じ

が益
えき

となるように計
はか

らってくださる：悪
わる

いように見
み

えても、やがて良
よ

い結
けっ

果
か

になるという意
い

味
み

 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：キリストはこの世
よ

に勝
か

たれた 

残
ざん

念
ねん

ながらこの世
せ

界
かい

は大
だい

闘
とう

争
そう

の中
なか

にあります。だから苦
くる

しみや試
し

練
れん

がありますが、神
かみ

様
さま

は私
わたし

たちと共
とも



にいてくださいます。イエス様
さま

が私
わたし

たちと一
いっ

緒
しょ

に問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

に向
む

き合
あ

ってくださるということに希
き

望
ぼう

が

あります。なぜならイエス様
さま

は「既
すで

にこの世
よ

に勝
か

っている」（ヨハネによる福
ふく

音
いん

書
しょ

1
じゅう

6
ろく

: 3
さんじゅう

3
さん

）からで

す。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

イエス様
さま

による十
じゅう

字
じ

架
か

の罪
つみ

の贖
あがな

いはアダムたちが堕
だ

落
らく

した時
じ

点
てん

で考
かんが

えられた

計
けい

画
かく

ではなく、罪
つみ

が犯
おか

される前
まえ

から神
かみ

様
さま

が決
き

めておられたのでした。神様
かみさま

は世界
せかい

を

創造
そうぞう

された時
とき

に、人
にん

間
げん

が罪
つみ

を犯
おか

す可
か

能
のう

性
せい

を分
わ

かっておられ、人
にん

間
げん

が罪
つみ

を犯
おか

した場
ば

合
あい

の救
すく

いもすでに用
よう

意
い

しておられたのです。救
すく

いはご自
じ

分
ぶん

のひとり子
こ

であるイエス様
さま

を

与
あた

えることでした。主
しゅ

なる神
かみ

様
さま

の大
おお

いなる愛
あい

のあらわれに感
かん

謝
しゃ

いたします。 

 

★振
ふ

り返
かえ

りの質
しつ

問
もん

★ 

私
わたし

たちはこの世
よ

の悪
あく

や苦
くる

しみを嘆
なげ

きますが、神
かみ

様
さま

も同
おな

じように、この世
よ

の悪
あく

や苦
くる

しみを嘆
なげ

き悲
かな

しんで

おられます。みんなで考
かんが

えてみましょう。 

 


